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くらしと文化部スポーツ振興課 

 

南豊ヶ丘フィールドの利用停止と今後の方針について 

 

１ 南豊ヶ丘フィールドの現在の状況について 

  ・平成２７年より、スポーツの振興・健康づくりの場として活用。(運営は民間事業者) 

   (稼働率は、休日９割以上・平日５割以上で、他の市内球戯場に比べて高い稼働率である。) 

  ・毎週木曜日は、市民開放デーとして、市民に無料で貸し出しを行っている。 

・民間事業者との施設の貸し出し契約期間は、令和８年９月末まで。 

  ・旧校舎について、建築から約５０年経過しており、安全性に不安がある。 

 

２ 利用停止について 

  ・旧校舎の安全性の懸念などから、今後も安全に施設を利用していくことは不可能と判断。 

  ・令和８年７月末を目途に、施設の開放を終了する。 

   (契約終了が令和８年９月であり、返還までに民間事業者が原状回復を行うことが必要なため) 

  ・令和８年１０月より、旧校舎の解体工事を始める。 

   (工事期間は令和８年１０月～令和９年９月を予定) 

 

３ 今後の方向性 

  ・施設を再整備し、引き続きスポーツ施設として活用していく。(施設建築及び運営は民間事業者) 

施設の主な目的は以下の通り。 

① スポーツ振興・健康づくり 

② 防災機能の維持 

③ 地域のにぎわいづくり 

④ 多様なスポーツへの対応 

⑤ 市民交流 

    

４ スケジュール（予定） 

  令和８年７月末 ：南豊ヶ丘フィールド開放終了。 

  令和８年１０月 ：除却工事開始。 

  令和９年９月  ：除却工事終了 

  令和９年１０月 ：次期民間事業者と契約 

  令和１０年４月 ：新施設建築工事開始 

  令和１１年４月 ：新スポーツ施設運営開始 
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